
東京都エイズ等対策指針（案）に対する第2回専門家会議でのご意見と対応

ご意見 対応

第1 HIV/エイズ及び性感染症を取り巻く状況
１ HIV／エイズ

国がエイズと性感染症を分けてきた背景には薬害エイズの問題
があることから、両者を一体的に整理する場合には、薬害エイ
ズ当事者への配慮が十分に伝わるよう、指針中の記載を工夫
すべき

HIV／エイズが性感染症の側面に加え、薬害エイズを含む歴
史的背景や多様な感染経路を有することが分かるよう、章の
冒頭に疾患の定義及びその他の感染経路として（輸血用）
血液を介した感染等の説明を追記

曝露前予防（PrEP）が指針に盛り込まれた一方、曝露後予
防（PEP）については記載がないが、何か理由があるか？

曝露後予防（PEP）については、都では従来より一般医療機
関向けの「HIV感染予防のための予防服用マニュアルー曝露
事象発生時緊急対応用ー」を作成し周知するほか、島しょ地
域へのHIV予防薬配置も行っているため、ご意見を踏まえ、
【第3 目標達成に向けた施策 目標３(2)】の後段に「さらに、
曝露事象発生時の予防薬服用体制についても整備を図り、
総合的な医療提供体制を構築する。」を追記

第2 基本的な考え方
１ 目標 【目標２ HIVの感染拡大の防止】

若年層においてHIV／エイズに関する認識や時代的背景の理
解が十分でない現状を踏まえ、若年層を対象としたHIVに関す
る普及啓発の重要性を指針上、より明確に位置付けるべき

【目標2（2）】において、若年層向けの啓発や青少年教育施
設へのアウトリーチを明記していることから、追加修正は行わな
いこととした
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